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｜「パライストラ｜とは イアウトしてある。図の下側の「目盛り数字」で
およその規模が推定できるだろう。その図は，ギ
リシアのオリンピアで発掘された，パライストラ
の復元図である。縦横は「66.35mと66.75m」
であって，建物は比較的傷つかずに残り，ほとん
ど完全な姿に復元できている。250脾ほども経っ
て蘇ったのである。レスリングはこの建物の中央
「中庭｣の｢固い地面｣のうえで行われたようだ。
周囲はドーリア式とイオニア式の柱廊で囲まれて
いる。そこに浴室青年の部屋，油置場，審判員
室などがあった。ここに大勢の青年が，そして指
導者たちもが，集まりきたのである。やがてその
場は，ジムナジオンとも併せて，遠来の「塩」を
売る行商人などが各地の新情報や文化を携えて
やってくる要所となり，その情報交換の基地とし
て発展し，「学校」の起源ともなる。
自らを鍛える意志をもつ若者と，若者を支援す
る人々と，未知の情報が集まり来たれば至極の
ように学問の場が誕生するということだろうか。
人間はこうしてレスリングと学問を行ってきた。
それは人間形成のためであった。

本書のメインタイトルを，なぜ，「青春のパラ
イストラ」としたのか，その説明が要るだろう。
古代ギリシアでは,レスリング学校・レスリン
グ練習場のことを，「パライストラ(Palaistra)」
と請った。そして，レスリングのことを，「パレ
(pale)」と呼んでいた。語源は，語感からも判
るように，いわば「青春の道場」であったパライ
ストラに由来する。さらにギリシア神話はレスリ
ングの発祥について次のようにも語っている。

青春時代をアルカディアの森で生活していたヘ
ルメスの娘「パライストラ」がレスリングを発
明した。全世界はこの発明を喜んだ。鉄の武器
が男たちの手から投げ捨てられ，競技場が，兵
隊の陣営よりもずっと繁栄するようになったか
らだ。男たちは，戦場でよりも，裸で競うよう
になるであろう。

本書の裏表紙に「パライストラ」の平面図をし
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訊きたいことども座談会

関大レスリングの半世紀もまさにそうであった
だろう。その「意味」を込めて，本書のタイトル
に，この由緒ある固有名詞「パライストラ」を借
用することにしたわけである｡本書に収録した｢内
容」には，まさに，関西大学レスリング部健児た
ちの，一人ひとりが培った「意味」が燦然と光っ
ている。輝くばかりではなく，その「意味」は，
一人ひとりの関大レスラーたちの，胸に肌に血潮
に身体髪膚に，隈なく深く根強く，沈潜するかの
ように肉化してしまっていることだろう。本書の
編集方針は，その「意味」を，さまざまな角度か
ら捉えることに最大の重点を置いている。すなわ
ち，編集の意図は，「正史」を残すことにある。

処がつきかけてくるにしたがって，あれも，それ
も，これも，訊いておくべきだったと思えてなら
ない。そこで，木村正三さん，押立吉男さん，清
谷利次さん，横山勝利さん，柏木貞夫さんの５名
の方々に，さらに訊きだしておきたいことを語っ
てもらうことにして，本書の賊文にかえさせてい
ただくことにしたい。

1．現役時代の思い出

編集部本日の記念式典を控えてお忙しいとこ
ろを，座談会のために，早朝から集まっていただ
き，まことに有り難うございます。関大レスリン
グ部の「創部50周年」を迎える機会に，どうして
も訊いておかなければならないことに焦点を合わ
せてお尋ねしますので，よろしくお願いします。
半世紀といえば,時代相もその間に大きく変わり，
かなり以前のことでしたが，「ｲ願人類｣とか｢新
人類」とかと表現して，特に若者「新人類」の立
場から，おじん。おばん「化石人類」とのコンタ
クトに「プッツン」するというようなことが流行
語としても問題になりました。幸い，「レスリン
グ」という共通理解のための絆が，関西蝉レス
リング部の半世紀には一本とおっています。そう
たやすく我々レスリング仲間は「プッツン」する
ことにはならないと自負してもいます。だが時代
はやはり大きく変わりつつあります。そこで本日
は，関西大学レスリング部の揺藍期から充実期を
貫いて，ご活躍された先輩たち５名の方々に,２１
世紀の後輩たちに託すためにも,本音のところを
語っていただきたいと思います。まず我がレスリ
ング部OB会長の清谷さんから，さっそく「現役
時代の思い出」について，お話しください。

Ⅱ 座 談 会

｢座談会」出席者

正三氏（噺ﾛ27年卒）
吉男氏（昭和28聯）
利次氏（噺ﾛ30年卒）
勝り氏（昭和31年卒）
貞夫氏（噺ﾛ33年卒）

柑撤溌剛鮴
司 会 編 集 部

日時：平成９年ll月24日午前８時～12時
会場：大阪厚生年金会館

訊きたいことは，まだまだ，山ほどある。関西
大学レスリング部の半世紀をともに歩んできたす
べての方々の「本音」を収録できないものだろう
か,と,編集部ではもどかしさを覚えながら,やっ
と，ここまで仕事を進めることができた。だが目

清谷私が入部した年は，全日本級の下村主将
（現・木村正三）に稽古をつけてもらうことが多
かった。下村さん（以下は「木村」という｡）の
技は，村田監督（関西大学初代監督）直伝の切れ
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訊きたいことども座談会

味の鋭いタックル，足取り，巻き込みなどの多彩
なものだった。もうまったく歯が立たない。自由
自在に攻められて，辛い修行の毎日でした。高校
時代，私は，相撲をやっていて，大阪代表として
全国大会，国体選抜大会などの「場」を幾度も
踏んできていたのだが，その自信は泡沫のように
消え去り，退部を考えたりしたこともあって，親
父に話すと，「あんたの船はもう港を出たんや，
故障でもないのに引き返すのか，男やで……」と
ポツリと諭された。その一言が，私を，踏みとど
まらせてくれた。木村先輩のお人柄は練習では厳
しく，試合では闘志溢れる方でしたが，レスリン
グを離れれば，心の優しい方で，現役時代も，現
在なお，私は，甘えた気持ちで気安くお話をさせ
ていただいています。いつも目を細めて受けとめ
ていただいてきたので,感謝の気持ちで一杯です。

ばかり思っていたんだネ。両校は関大に先立って
レスリングを始めてるので，先輩も既に入学して
いて,勧誘されるわけですヨ。ボクの関大入学は
昭和24年です。関大レスリング部はその１年前の
昭和23年に倉|鄙されている。監督さんが，明治大
学OBで，あの天下の村田恒太郎さん，その村田
さんが目当てだった。これが入学動機かナ／入学
するといきなり｢主将｣に任命された｡経験者だっ
たし年齢も上だったからネ。部員も少なかったこ
ともあって，毎日，村田さんとのマンツーマンの
練習でシゴキの連続だった。お蔭で強くなりまし
たがネ｡だがその１年は主将としての重責に耐え
忍ぶばかりだったナ。関大レスリングの大きな転
機は昭和25年の夏合宿だったと思う。この合宿で
部員が大きく成長した｡皆に自覚ができたんだネ。
それまでのボクは，ひたすらに，耐える主将だっ
た｡だがこの部員たちの自覚が，「飛躍する主将」
の誕生の可能な実力を整えた。翌26年度からは，
安川君が，その大役を引き受けてくれました。ボ
クはまだ４回生だったが，そのほうが部の活性化
につながると思ったもんでネ。とにかく上京して
試合をするにしても「食券（米穀統制時代のため
に米の引換券が必要だった｡)」を持参した頃で
しょう。腹はへるしレスリングとは「苦しい」で
しか表現できないことと思っていたネ。とにかく
食糧事情が悪かった。経済事情も悪かった。各自
がアルバイトをしながらの練習だった。いまから
考えれば部員たちはよく頑張ったものですヨ。写真ｂ記念式典で「式辞」を述べる清谷さん

編集部合宿はいつの時代にも，飛躍の場，な
んですね。さて押立さん（日本レスリング協会副
会長）は天才ジュニア選手として脚光を浴びてい
ましたね。その溌刺としていた頃の思い出の名勝
負の一番なども訊かせていただけませんか。

編集部いま清谷会長から入部の動機が語られ
ました。木村さん（実質上の初代主将）はなぜ関
大でレスリングをすることになったのですか。

押立私にとっては，敗戦国日本がスポーツ界
の国際社会復帰を許された昭和25年の７月，甲子
園プール特設リングで開催された「日米親善国際

木村そうねボクは,日本大学大阪専門学校で
レスリングをやっていたのだが,そこでレスリン
グをやっていた連中は，関学か同大へ進学すると
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訊きたいことども座談会

春秋リーグ戦を圧倒的な勝利で連続優勝してくれ
た。これが,嬉しかったですね｡私個人としては，
やはり,ポーランドのワルシャワで開催された｢国
際青年スポーツ大会」の出場がいろんな意味で思
い出に残っています｡松井さんが｢30周年記念誌」
で，決勝戦で優勢に試合を進めていたのでそのま
ま流せば（わずか30秒たらず）優勝できたのに，
余りにも勢いにのりすぎてゴング寸前に相手の捨
て身の｢かわず掛け｣で逆転されてしまい２位だっ
た，とこのときの模様を報告してくれています。
ほんの一瞬の一発で何が起こるかわからん，これ
は人生の教計||になる,といまでも実感しています。
また同じ30年の米国遠征に,１年先輩の清谷利美
先輩（現OB会長清谷利次氏の双子の実弟）と一
緒に遠征しましたが，その清谷さんはこの遠征が
きっかけになって，日系２世のメイ・清子さんと
結婚することになって米国で大いに活躍されまし
た。その後の米国遠征にでかけた日本のレスリン
グ関係者は，大いに，渭谷ご夫妻にお世話になっ
たはずです。平成２年に，その清谷さんが，米国
在住のまま突然の病(やまい)で亡くなってしまっ
た。残念でたまりません。ご冥福をお祈りします
……（一同黙祷)。

対抗関西戦」が思い出に残っています。相手は昭
和23年のロンドン・オリンピック大会第２位のク
リステンセンスでした。彼に対して，前半のリー
ドによって苦戦しながら，判定で勝った試合が終
生忘れることのできないものでしょうね。ときに
関大２同牛若干19歳でしたね。全日本代表選手で
は最年少でした。もっともいまでは67歳の老体で
すがね……（笑い)。先程，木村先輩が，「合宿」
の効用を説きましたが，まさに，私のときもそう
でした。昭和24年の春季リーグ戦の関大デビュー
戦でいきなり初優勝。秋は２位だったですね。私
の１年のときでした。翌春は関大がまた優勝。こ
うして関学との宿命の対決が始まりました。そし
て私が３年のときは，春秋とも，関学に負けてい
る。主将になった翌年，この３連敗を跳ね返すた
めに，「15日間の長期春季合宿」を行いました。
物資の乏しいときでしたが,自炊で頑張ったもの
です。木村勝マネージャーのお父さんが関大レス
リング部の後援会長をしてくれていまして,何か
と篤志を頂戴しました。夜は統制で電灯もつかな
い。真っ暗闇のなかで，打倒関学のために，毎晩
作戦会議でした。お蔭で優勝を奪回できた。この
合宿は効果観面でした。学生レスリングの「華」
はリーグ戦ですね。すると，合宿は「苗床」とい
うことになりますか。

編集部なるほど苗床ですか。ならば「青春の
パライストラ」は人生の苗床ですね。ところで横
山さん（関大レスリング部OB会副会長）も現役
時代に数々の国際試合で活躍されましたね。印象
深いところを訊かせてください。

横山昭和30年度当初は，私が主将だったので
すが,この年に幸運にも海外遠征が続いたために，
途中で，その主将を坂寛明君（昭和31年卒）に交
代してもらうことになった。海外遠征のために留
守ばかりで部に迷惑をかけるばかりでした。留守
を預かってくれた坂君たちのお蔭で，この年は，

灘#＃
(中列中央）と
前列左から３
オアフ島にて

写真し米国遠征の清谷利美さん
横山さん（中列左から３人目）
人目は力道山：昭和30年ハワイ
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編集部横山さんは,その両方の遠征について，
当時の詳しい記事を寄せられていますね。大変な
観察眼をもって書かれた比較文化論になっていま
して，それは一級の資料です。

級で２位になりました。そんなことでレスリング
部から強烈な勧誘があり，珠算部員の私も，つい
に入部せざるをえなくなった。もうひとつの動機
は，精神的なことだった。戦後の学校教育は，戦
前・中の軍国主義から平和と事由で平等の教育に
変わった。習慣というものは恐ろしい。何力物足
りなかった。そこで以前の軍事訓練に相当するも
のとして，厳しいスポーツで身体を鍛えようと
思っていた。そんなわけでレスリングもよろしか
ろう始めました。その後は県内の試合は２軍で争
えるレスリングの名門校の主将となっていまし
た。そして昭和29年に推薦を受け関西大学を受験
することになりました。合格者発表の日，千里山
に向かう電車の中で，当時の金輪マネージャーに
偶然お会いいたしました。金輪先輩が「君は合格
している。今から新人歓迎会に行く。ついて来い」
と言うことで電車を乗り換えて天六に向かいまし
た。そうして始まった歓迎会では「君は合格者を
代表して挨拶せよ」と言われ，何力狐につままれ
たような１日であった。ここから関大レスリング
部の活動が始まりました。私は皆さんのような立
派な成績はなく，全日本グレコの第１回２位，全
関西の優勝ぐらいです。ただ，４回生の時，同窓
の乾哲夫君と渡米選手に選ばれましたが，自から
辞退したことが今になって多少残念に思うところ
もあります。しかし，その当時はそのエネルギー
を社会に出て仕事の面で活かそうと決心しまし
た｡もし,渡米を決心していたら私の人生も変わっ
ていたかも知れません。

横山そう，「サンケイスポーツ」に，中国経
由でソ連からポーランド入りした様子を報告しま
した（注：７７頁に掲載)。当時スポーツ選手でこ
のルートを通過したのは初めてのことだそうで，
喜んでいただきました。また，「関大スポーツ」
には，清谷利美先輩との共同執筆で，２カ月間に
わたる米国遠征の記事を送りました（注:214頁
に掲載)。これも珍しい記事だということで大変
喜んでくれました。内容は，本書にも紹介される
と聞いていますので，確かめてください。

…

写真し記念式典で「開会の辞」を述べる横山さん

編集部柏木さん（関大レスリング部OB会幹
事長）は高校時代から兵庫県で鳴らした名選手だ
そうですが，当時の高校で，どんな動機からレス
リングを始めたのでしょうか。

2．学生時代はどんな時代でしたか

編集部先程既に，木村さんからも，押立さん
からも，当時の時代相について，ちょっぴりお話
がありましたが，今度は，話題をその時代相に変
えて，エピソードなども交えながら，紹介してく

柏木私は，昭和26年に神戸市立鈴蘭台高校に
入学しました。当時同高校では各種の校内大会が
あり，レスリング大会で私が１年生ながらフライ

477



訊きたいことども座談会

ださい。まず木村さんから，どうぞ。

木村現在のような素材の素晴らしいマットが
ない時代でした。トラックの荷台に使う「帆布」
（昭和35年頃まで帆布をマットカバーに使ってい
た｡)を，部員がアルバイトをして，やっと調達
したものです。だが目の荒い布なので擦過傷の生
傷が絶えない。それでも，みんな，手に入れたと
きは小躍りして喜んでいたなア…｡破れれば縫う。
とにかく「物」を大事にしたネ。東京へ遠征する
にしても，車中では，コッペパン-つが食事だっ
たなア。飲み物は一升瓶に「水」を詰めて持ち込
んだりしたネ。「ｊ若く明るい歌声に……」と，
戦後当初のヒット曲『青い山脈』を，誰もが街角
で口ずさむというように，解放感だけは液ってい
たものの，特にレスラーたちには，とにかく猛烈
に「腹のすぐ時代」だった。当時は娯楽があまり
なかった時代ですからネ，学生レスリングの
ニュースも，よく新聞が採り上げてくれた。この
古新聞を見てヨノもってきたんだ。こんなに大き
く採り上げてくれるので励みになったなア。

◇
編集部注：昭和24年７月５日『スポーツ日本』
（タブロイド版）の表紙を見せてくれました。そ
の写真は本書の「71頁」に収録してある。「巨禮
スッ飛ぶ」と題するその写真は，当時の村田監督
が，当時の下村主将を，パンケーキという米国渡
来の荒技で投げ飛ばしている図｡その左下隅に｢来
る九月東西対抗レスリング戦に備え関西側はいま
猛練習の最中,フェザー級の選手権保持者村田君
の腕が下村君の首にかかったと見るや，《居ぞり》
一番，下村君の巨体は宙にスツ飛んだ（きのう曾
根署リンクで)」と説明がある。

◇
編集部時代相を語ってもらっているのですか
ら,次はやはり卒鶏|頂にお願いいたしましょうか。
その方が脈略がはっきりしますね。押立さんは学
生時代にどんな経験をしましたか。

写真し帆布のキャンバスで練習・昭和35年当時

押立私は，昭和21年に旧制中学（現在の大阪
市立高校）４年からレスリングを始めました。「部
活」としては，おそらく，日本で最初のことだと
思います。戦争中は，柔道をしていました。敗戦
後，アメリカ軍の命令で，学校柔道が禁止されま
したので，裸の柔道，すなわちレスリングを，中
学校と大学を通じて同期の，木村（晴)，黒木君
たちと一緒にやりだして，中学生ながら全日本に
出場したり，もちろんインターハイにも出場しま
した｡関大への入学動機は,恩師小田原先生の｢常
勝関学に勝つチームをつくるために,関大へ行け」
の一言でしたね。当時戦後の混舌蝿で今の若い人
たちには想像もつかないほど交通事情が大変悪
かった。全日本選手権大会に出場のために上京す
るには「明星」「彗星」などの夜行列車で９時間
を立ったままとか，通路に座り込んだり，寝たり
したものです。東京ではよく明大白雲寮に泊まる
ために，村田監督（明大OBで当時は関大の初代
監督)や，明治大学在学の中学(現大阪市立高校）
のレスリングの先輩などにお世話になりました。
食糧は，食券制で食堂に列をつくって，やっとあ
りつく始末でした。寮でのスイトン（だんご汁）
は本当に美味しかったですね。もちろん減量もし
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に，より魅力を感じてしまった。そんなときに，
大阪市立中学相撲部出身の，関大レスリング部を
創設した，安川健次さん，宇賀照夫さん，友田次
朗さんなどの先輩からのお誘いがあって，関大で
レスリングを始めることになりました。

ました。家族から特に母親に，なぜ腹の減ること
をするのか，しかも体重を落とすとは……，とよ
く叱られたり，不思議に思われたりしました。

編集部木村さんも押立さんも「腹のへる」時
代の話をしてくれましたが，現在の学生には理解
できないでしょうね。ところで，清谷さんは，国
際試合のあるレスリングに憧れて入部したとお訊
きしたことがありますが……。

編集部横山さんは写真や新聞切り抜き記事な
どの貴重な資料をお持ちですね。今日もいくつか
持参してきてもらいました。ここに当時のトレー
ニング風景を伝える記事『サンケイスポーツ』が
あります。紹介してください。清谷私が弟の利美とともに入部したのは昭和

26年で，日米瀞ﾛ条約が締結され，日本は独立国
として国際社会に復帰した記念すべき年でした。
当時，大阪では,地下鉄御堂筋線の天王寺駅から
我孫子駅への延長工事が行われていましたね。そ
れも，今では見ることのできない，露天掘り工法
でした。私は，大阪防水建設社（昭和28年卒宇賀
照夫さん力現在の社長，当時は字賀さんの父親：
宇賀龍雄さんが社長で,関大レスリング部の後援
会長だった｡）で，アルバイトとして，その地下
鉄工事の手伝いをしたことがある。現在の充実し
た地下鉄網整備に向けての初期工事がこの頃から
始まり，ちょうど昭和26年といえば,大阪復興の
槌音が高らかに響きはじめた年ではなかったかと
思います。入部のきっかけの一つは,入学前年の
昭和2奔甲子園プールで開催された日米対抗レス
リング大会（注：関大関係者はフェザー級の村田
監督，ライト級の下村さん，フライ級の押立さん
が出場して大活躍・前出の押立さんの対クリステ
ンセンス選手戦はこの大会で｡）を見に行ったか
らでした。会場は明るくてとても華やいだ国際試
合での雰囲気がぷんぷんしてましたね。しかも相
手は「富める国」「強い国」のアメリカ選抜軍，
この猛者を相手に，遜色なく闘っていた日本代表
チームを目の当たりに見て，その頼もしさに興奮
してしまいました。私には，当時，複数の大学相
撲部から入学勧誘の声がありましたが，国内だけ
の相撲より，国際的な活躍の場があるレスリング

横山先程紹介しましたポーランドでの「国際
青年スポーツ大会」でも，エジプトの選手がグレ
コの練習をしていて，それを初めて見た日本選手
は驚きました。なにせ「首」が強い。身伽､柔軟
ですね。いまでは「バック投げ」とかの技の名前
もあるようですが，とにかく初めて見たので，そ
の荒技ぶりにビックリしてしまいました。大の男
を胸合わせに持ち上げて,そのまま後方に反って，
大きなブリッジをして相手を投げ飛ばす。２人分
の体重を「首」ひとつで支えて投げる。彼らはフ
リースタイルにも出場すると言ってました。これ
は，これからのトレーニング方法を変えなければ
ならないと思いましたね。その様子も例の「報告
書」に書いておきました（注：本書「77～78頁」
の「横山手記」を参照)。その頃有り難かったこ
とは，先程の木村さんのお話のように，「新聞」
がレスリング関係の記事を盛んに載せてくれまし
た。それも大きな紙面を割きました。これは，昭
和3岬の６月10日の『サンケイスポーツ』の記事
で，「トレーニング百態」という連載記事でした
が，「レスリングの巻」を紹介したものです。取
材は「関大道場」で，ですよ。新聞４半面の大型
記事です。どうぞ見てください……。

柏木そうですね。暇ﾛ30年代の前半頃までは
新聞社がレスリングをよく取材してくれました。
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(上）ブリッジと呼ばれるこの運動，頭と両
足とで体を支え，文字通り橋の形を作る。レ
ギュラーになると十七，八頁（編集部注:1
R=3.75kg)ぐらいの人間を，腹の上に乗せ
ても平気（写真「左段下」の説明）

そう言えば，明治大学レスリング部OBの山村さ
んが毎日新聞の運動部記者で活躍していました。
現在編集中の「50年史」の新聞資料の多くはその
山村さんの取権己事のはずですよ。

◇
編集部注：その記事は，タイトルが「トレーニ
ング百態｣で,サブタイトルに「レスリングの巻」
とあって，大きな文字のミダシには「重点は首，
腹筋の強化」「昔とかわらぬ練習法」とある。そ
のリード文をそのまま引いておこう。

◇
今年のはじめにアメリカへ渡った横山（関大）
岩野（同大）らのレスリング選手団が，全米選手
権や西部選手権など輝かしいお土産をもって帰っ
てきたのが，二カ月前のことだった。ちょうど選
手たちの母校の道場(関西大学千里山キャンパス）
では,学生リーグに備えて猛練習が行われており，
監督さんは渡米選手にアメリカ仕込みの練習法を
教わろうとしたようだが，結局とりたててスケ
ジュ.一ルに加えるほどのものはなかったそうだ。
やはりトレーニングの重点は，昔からやっている
ように首や腹筋の強化に向けている。（記事）

◇
上記のリード記事に大型の写真が３枚掲載され
ている。その写真説明は｢上」「中」「下」とあっ
てそれぞれ説明がゴシック体で書かれている。

◇

可

篝

(中）腹筋の運動にはボートのバッグ台と同
じようなこともやる。ボートの場合は四十五
度ぐらいで止まるが，これを一ぱいに反りか
えるため，苦しさはケタ違い。（写真「上」
の説明）

唖ロロb▲

や
毎

凝
鏑

(下）ぶら下がっている選手は首にまいた手
に全体重をかけている｡立っているほうは‘‘イ
チッ”で上体を起こし，“ニイッ”でまた写
真のような形になる。十回も続けたらたいて

識蕊
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いの人間はフラフラになるそうだ｡(写真｢上」
の説明）

◇
編集部腹筋運動をしている横山さんの写真が
ありますね。その腹筋台とその前に写っている
バーベル代わりの「トロッコの車輪」は，たしか
昭和37年頃まで使っていました。私たちも愛用し
ていました。その横に,自動車の古タイヤをいく
つか置いてましたね。部員たちはスパーリングの
合間の時間を工夫して，腹筋台やトロッコ車輪で
思い思いにプラスアルファの練習をしたもんで
す。また古タイヤに乗って，次のスパーリングま
での,１0分間ほどを,身構えてフットワークの練
習をしたりしました。それぞれが工夫したもので
すね。自転車の古チューブを引っ張るトレーニン
グで腕の引く力を鍛えたり,その古チューブを適
当に裂いて，膝に巻いて，サポーター代わりに
使ったりしました。まだまだ昭和37年頃までは，
「物」が無かった。だから工夫したのでしょう。
すべて自前で作るか，廃物利用でした。私達の時
代にも,大きな空きカンをいくつも調達してきて，
それにﾉ1石とコンクリートを詰め込んで，そこに
鉄棒をとおして固め，６０キロ用とか30キロ用とか
のバーベルを作ったことがあります。

写真ｐ記念式典で「代表挨拶」を述べる木村さん

編集部へえっ一，木村先輩はレスリング漬け
ですか。それでも現在の木村先輩が在る。やはり
レスリングは偉大ですね（笑い)。当時の関大レ
スラーは文武両道だったと聞いておりますが，柏
木さん，その辺の事情はどうなんですか。

柏木私ももちろん猛烈に「腹のへった」時代
の申し子です。学生食堂へは，「米」を自宅から
持参して届けてｌ合３円の加工賃を支払ってライ
スｌ皿，オカズはジャガイモのコロッケ２個と野
菜少々で15円，ハム２枚と野菜少々で20円，そん
な昼食だったですね。たしか，キツネうどんが２０
円，天麩羅うどんが30円だったように思います。
当時は粗食のレスラーでしたね。これを一言で比
嚥すれば「肉食の外国人・麦飯の日本人の闘い」
でした。ところで私は三田市の広野から関大に
通っていました。通学の時間は片道３時間はかか
る。朝は毎日６時頃に家を出る。最終列車は国鉄
大阪駅を７時24分発でした。そのため，春秋の
リーグ戦や試合の日などで帰宅できないときには
友人宅にお世話になったものです。列車で１日５
時間近くも揺られるんですから，車中では本をよ
く読みました。練習もよくしたが，とにかく書物

押立私の時代は,さらに「物」がない。だか
ら「レンガ」を両手にもって走りながらウエイト
トレーニングをしたりしました。さらにバランス
感覚を鍛えるために，市電のレールの上を，その
レンガをもって走ったものです。

木村いまから考えると，物のない時代には，
誰もが倉|燈性を発揮しましたネ。それを思うと，
物の有り余る現在の子供は，工夫することを知ら
ん，実に不幸だ．．…・・ボクなどは，レスリングを
通じて，その工夫でもって，全人格を作ったよう
なものだ。だから，どうですか，このとおり，い
つもいい男でしヨ（笑い)。
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をよく読んだ。いまから考えると，本当に「列車
さまさま」です（笑い)。私の場合は「列車図書
館｣のお世話になりましたが,当時の関大レスラー
は，みなさんそれぞれ工夫しながら勉強していた
ようですね。新興日本の先頭に立つという精神が
瀧っていたからでしょうか。すべてにわたって中
途半端ではありませんでした。木村さんも多読家
ですね。

結局は実験段階だけに終わりましたが。当時の八
田会長が，この関大式発明品を見て，目を丸くし
て驚いていました。「関大のレスラーは凄い，こ
れは科学だなノ」ってね。そのような工夫をする
大学はどこもなかったようです。関大には，そん
な，下地があったように思います。さて，皆さん
にとって，いったい「レスリングとは何だったの
か」を次にお訊かせください。これからは順不同
でご自由に，どうぞ。

3．レスリングとは何だったのか
清谷暇ﾛ26年秋のリーグ戦に初めて出場した
ときの経験ですが,会場は確か西宮体育館だった
でしょうか，私にとって思いがけない出来事が起
きました。対関学戦を前にして,関大の選手は，
「水杯」を交わしました。２５年秋と26年春秋とも
連敗していましたからね。必勝を期しての行動
だったと思います。重苦しい雰囲気の中で一層と
緊張したのを覚えています。この「水杯」は，当
時の部員の勝負にかける純粋な心意気と真剣さを
表している行動として貴重な体験をさせて貰った
と現在でも思っています。現在の若者は，この行
動を，どのように捉え，どう解釈する力判らない
が，この関学戦に賭けた意気込みの凄さは，いま
なお，背筋にビーンと感じます。その「純粋さ」
は，今日の社会にあって，一考の価値があるので
はないか。その経験以来，私は社会人になってか
らも，何事に対しても，純粋な気持ちで全力を傾
注するようにI心掛けています。話はレスリングか
ら離れますが，私の子どもたちの学校でPTAの
仕事をお手伝いさせていただいたときなども，こ
の気持ちを忘れずにお世話させていただきまし
た。ご承知のように「日の丸問題」なども含めて
調整の困難なことが多々ありました。だが私の姿
勢「純粋さ」を判ってくれたのしようか，さまざ
まな考え方のある集まりでしたが，難しい話もわ
りと簡単にまとまったような気がしています。と
もかく，私にとってレスリングとは，その「純粋
さ」を教えてくれた存在です。

編集部先程「物の無い時代にさまざまな工
夫をした」というお話が出てきました。関大レス
リングは，一面では，グレコの関大と異名をとり
ましたね。その下地は既に本日の座談会にご出席
の先輩方が作られておりました。押立さん（フラ
イ級）はグレコの国際試合での日本最初のメダリ
ストでしたね。昭和29年の全米選手権大会で銀メ
ダルを獲得されました｡横山さん（フライ綱は，
先程のポーランド遠征のお話にもありますよう
に,ご自身はフリーで銀メダルを取る活躍をされ
たのでしたが，ついでに現地で仕入れた本格的な
グレコのトレーニング法を日本に伝えてくれてい
ます。その横山さんはその年の全米選手権大会で
グレコで優勝してますね。柏木さん（フライ綱
は，同僚の乾さん（ウエルター級）とともに,昭
和32年の全日本選手権大会で，それぞれ第２位の
銀メダルに輝いている。そして市口さんの東京五
輪の金メダルへと続くことになりました。しかし
日本でグレコを本格的にやりだしたのはローマ五
輪前後からでした。その頃の関大レスラーはさま
ざまな工夫をしました。本格的になりますと，グ
レコの主流の技を使いだすようになる。つまり，
先程も横山さんが指摘した｢バック投げ」系統の
後方に反って投げる技です。そのため，反りやす
く工夫するために，レスリング靴の中に細工した
りしました。糊llな中敷きを作って，踵の方へ傾
斜をつけて，後方に反りやすくしたりしました。

482



訊きたいことども座談会

ちから学んだボクの哲学です。ところが村田さん
との避遁で習い覚えたことは，その好きだからだ
けでは駄目だと言うんだネ。好きなことは手前勝
手のこと，その好きなことを介してお互いに付き
合っているならば，人間観察をせヨ，そこから学
べと言うんですネ。はい多くを学びました。ボク
はレスリングで「人間学」を学びました。

編集部懐かしい言葉「水杯」が出てきました
ね。しかし現在の若者のために補足説明が必要か
もしれません。とにかく現在の大学生の８割ほど
が「西向く士」の意味も知りませんし，そうした
暗記法を聞いたこともないようですよ。

木村えっ/ほんとっ。２月・４月・６月・９
月・l１月の覚え方を知らないの､ｿ。それでは「水
杯」も死語になってるのかなｱ。若者よ，判らな
ければ，辞書を引きなさいとだけ申しておきま
しょうか。特にレスラーは，何事も，判らないま
まに放置したら駄目。自分で工夫して発見しなけ
れば本物にならない。判らないときは，調べろ，
調べろ。ではついでにボクも語っておこうか。あ
らたまると私は，多くを村田恒太郎さんに，教え
ていただきました。来る日も来る日もマンツーマ
ンで練習したこともあるからなア。しかも２人き
りの練習が続いた。天六の地下教室でネ。とにか
く村田さんは当時日本一の強者でしょう。皆も
知ってるでしょう。村田さんの自伝『俺』を。そ
の本でも，「『俺』は強かった」と豪語する章を
書いている人ですヨ。「『俺』は生涯で，２ポイ
ント以上取られた事はない。負けた奴も５本の指
に余るから強かった？はずである」と村田さんは
書いている。とにかくフェザー級の選手なのに全
日本級のミドル級の選手をやっつけたりするんだ
なｱ。その村田さんと，毎日ぶつかり合い，しん
どかつたナ。ほらここに「30周年記念誌」がある
だろう。こう書いておいたよ。「(天六の地下の
一室の練習場の）薄暗く，挨っぽい，寒々とした
中で，若い力『エネルギー』が毎日，毎日ぶつか
り合い，燃焼していたのです」とね。本当に燃焼
したなｱ。その村田さんから，現在なお，多くを
学んでいます。ゴルフもネ。だが村田さんとのお
付き合いは，レスリングでもゴルフでも人間を語
ることが多かった｡レスリングは好きだからやる。
ゴルフも好きだからやる。やり抜けば，答えは自
ずから出てくる。それが村田さんや関大の仲間た

写真じ記念式典前・談笑のひととき
右から＝高堂部長・村田さん・木村さん・東さん

編集部避遁と言えば，横山さんは多くの海外
遠征で，たとえば，笹原さん（日本レスリング協
会会長・メルボルン五輪金メダリスト・JOC副
会長）のような同時代の名選手と同道しています
が，そんな経験談で面白いお話はありませんか。
いま木村さんが「人間学」の機微に触れて語って
くれました。そんなところを訊かせてください。

横山鮮明に残っている印象は，やはり，笹原
さんのことでしょうか。先程のポーランド遠征の
ときですが，なにせ昭和30年のことですから，当
時の国交問題も絡んでいたので,北京・モスクワ
経由で，お目当てのワルシャワ入りをしたのでし
た。その遠征で北京と各地で笹原さんの行動に感
心したことがあります｡笹原さんは走るのが速い。
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速いばかりでなく，たとえば飛行機の乗り継ぎ時
間やホテル到着直後などの空き時間を利用して，
常に走る｡訊けば,時差ボケ調整の自己流コンディ
ショニング法だと言ってました。感心して皆が真
似るようになった。それに，ワルシャワ入りして
からの選手団（陸上競技４名・レスリング５名・
体操２名・卓球２名）の調整で，笹原さんは常に
陸上選手にまじって走ってましたね｡選手団長は，
あのアムステルダム五輪の三段跳び金メダリスト
の織田幹夫さんだった。その織田さんが笹原さん
の走り振りをみて驚いた。何せ陸上競技の選手よ
りも速いかもしれないほどの走り振りだった。も
うひとつは北京での話です。８月のことで，真夏
の北京は，大変に暑かった。寝ていても汗が吹き
出す。寝れなくて皆が閉口してしまいました。と
ころが笹原さんは平気な顔をしている。訊けば，
毛布をもって屋上にのぼり，星空のもとでぐっす
り寝たそうです。すべてに合理的なんですね。こ
れも勉強になりました。ところで，私自身は，こ
の遠征では戦後のスポーツ選手として初めて「中
国・ソ連経由｣でポーランド入りしたわけですが，
レスリングのお蔭で，そんな時代の裂け目のよう
なときにしかできない経験を数多くさせてもらい
ました。本当に感謝しております。

ランに選手団を集めて，テーブルマナーから握手
の仕方までを直伝する。大いに感化されたことも
事実です。また真冬の寒中水泳や夜中の突然の練
習招集などの奇策も随分と使ったが，そんな八田
式練習法からも，我々は多くを学びましたね。そ
してそれぞれの大学で焼き直して工夫もした。そ
うした環境から日本のレスラーたちは多くを学ん
だはずです。柏木さんはいかがですか。特に社会
人の立場から振り返ってみると，どうですか。

鐘…蟻、､

. ･ 鼻 蒟 ー

難鍛録癖

写真Ｐ記念式典「祝辞」の沼尻日本協会副会長
「先達と後人との架け橋をこの50周年で..….」

柏木E直言って，学生時代だけのスポーツと
思っていましたが，結果としては，人生の大半を
レスリングに関係してきたことになる。それは，
兵庫県レス協の畠鯉事長兼事務局長として長年努
力し，今は副会長です。また，神戸市レス協では
理事長兼事務局長を務めております。特に，今年
は神戸市体育協会で「50年のあゆみ」が編され，
「レスリング」の紙面を執筆したのですが，その
ための資料集めなどで大勢の方々にお世話になり
ました。そこで感じたことは，レスリングの人脈
は濃密だと言うこと。たしかにOBも含めてレス
リング人口は少ないのだが，縦も横も学閥を離れ
て，誰もが協力してくれました。関大レスリング
OB会では，前回の「運営某令づくり」のときも，

編集部八田さん（日本レスリングの総帥・八
田一朗氏のこと。1983年没。八田さんはFILA
副会長・日本協会会長・参議院議員などを歴任）
は，「アメリカ人も日本人も糞をするときは同じ
顔をする。気後れするな」「スープはズーズー音
をたてて，のむな。そんなことでは一流の国際人
になれん」「レスリング会場にガールフレンドを
連れてこい。そうすればレスリング人口が直ぐに
２倍になる」「ライオンと睨めっこしても負ける
な」などなどの八田イズムを数々残しましたね。
その中には，戦後総織侮の日本人のアメリカコン
プレックスを吹き飛ばす蔵言も数多くありまし
た。とにかく，外国遠征の直前には，一流レスト
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ングのためにあるようなものでした。"Whatis
thewrestling？”いったい，レスリングとは，
私にとって何なんでしょうか｡私には判りません。
だが気がついてみれば現在のレスリング三昧の自
分があるのみです｡昭和53年，関大の伴先生ほか，
関大OBの皆さんと一緒に,関大の地元吹田市に，
「吹田市民レスリング教室」を創設しました。現
在では，吹田市内の４体育館で,週５回,延べ250
名の少年少女ちびっ子レスラーとともに,スパー
リングで汗を流しております。お蔭様で，全国中
学生大会で４年連続して複数の優勝者を出すなど
名実ともに少年少女レスリングの日本一になりま
した。現在の横山博行監督のご子息３兄弟も元気
で親子のスキンシップを楽しんでおられます。近
藤君や西山君（共に昭和41年卒）などの皆さんか
らコーチとしてご協力を賜っています。しかし指
導者不足には困惑しています。関大OBの皆さん
に，是非とも，暇を見つけて応援してほしいもの
だと思っています。

今回の「50周年記念事業費募金」のときも，皆さ
んのご理解のもとに多額のご浄財が集まりまし
た。どこか気脈が通じたところを感じました。こ
のOBの連絡網は大事にしたいですね。とは言っ
ても，レスリングは，本務の仕事に忙殺されてい
るときは，やはり重荷でもありました。けれども
仕事に行き詰まったときには，オアシスのような
存在であったこともたびたびある。現在では，兵
庫県商工会連合会の仕事を定年で退職して，専門
学校の講師を第２の道として歩んでいますが，こ
れからも，この人脈を大切にさせていただきたい
と思っています。ところで関大レスリング部は,
現在「関関早慶」の４大学で定期戦を行ってい
ますね。この日本を代表する４大学ですから，レ
スリングOBのネットワークを整備して堅固なも
のにすれば，これは素晴らしい大人脈になります
が如何でしょうか。

編集部そうですね，「関関早慶」の定期戦を
始めたときの構想は，いま柏木さんがご指摘した
とおりに「レスリング大人脈づくり」目標が根底
にありました。ところが４大学とも，まだまだか
つての「本物」の域には程遠い。そこでなかなか
気勢があがらない，というのが実情です。しかし，
ここ十年来の若手OBは盛んに連絡を取り合って
います。我々もじっくりと見守って，これからの
４大学の卒業生のためにも，その環境づくりを手
助けしたいと思います。さて「人生の大半をレス
リングで｣という柏木さんのお話がありましたが，
関西大学きっての「虫」は，やはり，押立さんで
しょう。なにせご冗談に「レスリングを取ったら，
私には，何も残らない」との言葉遊びを自らされ
るほどですから（笑い)。

＃
霧

写真Ｐ日本一になった吹田市民レスリング教室

4．現在のレスリングをどう思うか押立私は学生時代にアルバイトで聾学校の教
員をしていました。また卒業後は大阪税関に就職
しましたが，現在まで一貫してレスリングを続け
てきました。その間，私の休暇は，すべてしスリ

編集部さて『青春のパライストラ：関西大学
レスリング部50年史』（以下は，「50年史」とい
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う｡）の随所にレスリングルールの変遷史を紹介
してありますが，皆さんは，現在の「５分間」と
いうレスリングをどう思いますか。また，おしな
べて日本の男性スポーツ陣は低調ですが，とりわ
けレスリングもここのところ，男性陣では日本レ
スリング史上で最悪の成績し力残していません。
日本協会の強化委員長が「日本は，（総合で）２２
位となり1993年大会以来,最悪の結果となった」
と1997年度の世界選手権大会を分析する始末で
す。一方で，昭和60年(1985)から始動した女子
レスリングは，現在世界の最強国になっていま
す。また残念ながら，関大レスリング部も，今年
度は西日本リーグ戦第２部の最下位となりまし
た。その指導陣の一員として，この座談会にご出
席の皆様にも，本日の午後の「倉榔50周年記念式
典」に馳せ参じるOB諸氏にも，まことに申し訳
なく思っています。そんなもろもろの実情も踏ま
えて率直に語っていただければと思います。まず
日本レスリング協会の副会長を務めておられる押
立さんからお願いいたします。

皆，パワー不足です。いかなる高度な技も，すな
わち「技術」もそれにともなう「力」がなければ
役に立たない。日本レスリングが国際レスリング
から後れをとったのは，外国の「技術」よりも，
パワーに，すなわち「力」に負けていると思いま
す｡東京五輪で金メダルを獲得した市口政光君(昭
和37年卒）たちの体力と，現在の日本のトップク
ラスの選手たちと比較してみますと，そのデータ
に大きな差があります。昔の方が数段も優ってい
る。これでは勝てません。筋力トレーニングによ
るパワーアップ，基礎体力の向上が必要ですね。
特に自主トレーニングによるスタミナをつける必
要を痛感しています。

編集部日本協会の執行部として，その基本的
な問題は，切実な課題ですね。前出の強化委員長
の報告は，日本状況の異常を伝えてくれています
が，紹介しておきましょうか。これは，協会の姿
勢とか，選手個人の姿勢とか，そんなことで解決
のできない，なにか現在の日本全体の仕組みの中
で起こっている不気味な現象のようでもありま
す。箇条書きして述べておきます。
①日本の成績は,1993年以来，世界選手権大
会で最悪だった。
②その原因は次のとおりである。
③合宿中怪我人が多かった。そのため，体力
強化ができなくて,調整不足のまま出場した。
④選手の年齢層が高いので，各自にコンディ
ショニング作りを任せた結果，思うような強
化ができなかった。
⑤その上韓国やその他の国ではナショナル
チームとして年間をとおして強化している。
⑥日本の現状では，各所属チームでの練習が
主で，ナショナルチームの合宿は,１ケ月に
１度ぐらいし力組めず，仕事の関係で，その
合宿にも参加できない者もいる。
⑦このような現状のナショナルチームの強化
は難しい。

写真し祝賀会で「万歳三唱」発声の押立さん
（大阪府レスリング協会会長として）

押立私の座右の銘「力もまた技なり」からす
れば，現在のレスラーは，「力」が絶対的に足り
ない。現在の現役選手（関大に限らず）は，皆が
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勝を，その式辞に盛り込んで報告できたら申し分
ないんですが，現在の関大レスリング部は，言い
訳するのではありませんが，やはり最悪の状況で
す。男子部員５名・女子部員２名（うち1名はマ
ネージャー）で細々とやらざるを得ない。しかも
女子レスラーの１名を除いて，すべて大学からレ
スリングを始めた素人集団です。これは言い訳の
つもりではありません。OB諸氏には，指導陣が
弛んでるからと，お叱りをうけるかもしれません
が，これが実情です。この関大状況は抜本的に解
決しなければならない問題ですので，別途にその
再興問題を語るとしまして，清谷さんは，現在の
レスリングを，一般的にどう思われますか。

以上ですが，これは昨年(1997)の８月に行わ
れた世界選手権大会結果の理事会報告の概要で
す，皆さんは，どう思われますか。

押立社会全体の問題も含めて構造的な問題が
あります。しかし日本レスリング協会の最大課題
ですので，執行部をはじめ関係者こぞって，日夜
頭を抱え，打開策を図ろうとしているところが実
情ですね。残念ですが，決定策はいまのところあ
りません。しかし関係者は責任をただ痛感するだ
けではなく，それぞれの足元において，地道に解
決していかなければならないと認識しておりま
す｡私なりには,少年少女レスリングをとおして，
少しは時間がかかってもじっくりと取り組みたい
と考えています。この問題は，これからの日本社
会の動向を見据えて展望する必要があります。こ
れは単にスポーツだけの問題ではありません。そ
の自覚も万人にとって必要です。

清谷我々の時代の試合時間は15分間でした。
現在はその３分の１の５分間ですね。しかも試合
の勝敗では判定試合が多くなっている。したがっ
て｢技｣もフォールを狙っての技術展開でなくなっ
ているように思われます。ところがレスリングそ
のものは，本来シンプルなユニフォームで，鍛え
上げた肉体で正攻法で攻め合う競技だからこそ，
力強さがなければいけない。先程も押立さんが強
調していましたね｡あの力です｡テクニカルフォー
ルを狙うことよりも，チャンスがあれば完全に相
手をフォールしてしまう，力強さがほしい。そう
なれば格闘技としての魅力が復活するのではない
でしょうか。振り返ってみると，かつての日本選
手は，足腰が強く，「股裂き」を得意技の一つと
して，世界を制してきましたね。我が関大のOB
たちも，こうして，世界に君臨してきました。し
かし，戦後は生活の欧米化によって，特に昨今で
は体形も欧米人なみに，またそれにともなって足
腰までもが欧米人のそれと変わらなくなってきて
いる。日本人の強靱な足腰は，かつて，スタンド
レスリングでの投げ技やタックルに，またグラン
ドレスリングでの股裂きや足取りなどに活かさ
れ，世界をリードしていましたね。これを忘れた
のでは駄目。今後，足腰を強化するトレーニング

写真し祝賀会「挨拶」の松原全日本学連会長
「盟友よ誇りを抱いて立ち上がれ／」

編集部レスリング部OB会長の清谷さんに
は，本日の式典で，式辞を述べてもらわなければ
ならないのですが，そんなとき，関大レスリング
部が史上最悪の成績を残してしまって，誠に申し
訳ありません。できることなら，リーグ戦での優
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を積極的に行うべきでしょうね。まずは｢為す事」
が大切ではないだろうか。

猛練習振りは有名だった。多くの他大学生が他流
試合よろしく，関大の合宿に，飛び込みで参加し
ましたが,２，３日経つと，一人消え，二人消え，
合宿所から逃亡したりしました。とにかく忽然と
消え失せるんですね。猛練習について行けなくて
夜逃げしてしまうんですよ。関大レスラーはみな
これに耐えきった。この関大練習法は関東の大学
までにも有名でしたよ。

編集部いま関大について横山さんが触れられ
ました。確かにかつての関大の練習法は合理的で
もあり，そのうえに密度の濃いものでした。他大
学のレスリング部に有名なだけでなく，関大内の
体育会全クラブにも鳴り響いていました。たとえ
ば東京オリンピック前後の部員の自主トレが評判
でしたね。あの第１グラウンドで，陸卜殻技部や
アメリカンフットボーノ暗Iやサッカー部などの練
習している同じところを三々五々レスリング部員
が走るんですね｡腰に砂入りチューブをまいたり，
手に鉄亜鈴代わりの何かをもって走る。モクモク
と毎日走る｡シングレット姿ですから一目で判る。
グラウンド種目の連中は「走る」のが基本でしょ
う。その連中が驚くほどに，「レスリング」は走
る。そして市口さんが東京五輪では金メダルで
しょう。「レスリングはサスガノ」と見られてま
した。当時の部員の意識が高かったのですね。そ
うした「関大流練習法」は，関大レスリングが発
祥してから，例の大学紛争直前まで伝統的に続い
ていました。ところが廃部寸前までの状態となっ
たあの｢第１次危機の時代｣の大学紛争中を経て，
今次の「第２次危機の時代」になると，すっかり
様子力凌わりました。特異な事例を１つだけ紹介
しておきましょう。1995年頃から「第２次危機の
時代」となり，今春の史上最低の「リーグ戦」記
録を残さざるをえなかったときまで，「４同牛皆
無」の年が断続的に何回かあるわけです。原因の
１つは絶対的部員不足なんですが，驚くような話
が介在しています｡1995年に我力部に史上初の｢女

写真Ｐ祝賀会「乾杯音頭」の岩野西日本学連会長
「正史を礎に新たな創造を/･…･･」

編集部横山さんはどう思われますか。

横山現在のことはよく判らないが，私どもの
頃は，とにかくよく練習しましたね。先程の押立
さんのお話でも，東京五輪時と現在とでは制受的
に体力の差があって，しかも30年以上も昔の方が
強かったそうですが，奇怪しいことですね。東京
五輪で活躍した世代はまだ物資の乏しい食べるも
のにも事欠いた時代の選手たちですよ。こんなに
食生活も住環境もなにもかもが極端によくなって
いる時代の方が，体力的に劣っているなんてこと
は，基本的に奇怪しい。しかも現在は科学万能の
時代でしょう。いったいどうなっているのか。こ
れは現在の若者に「ハングリー精神」が欠如して
いるからというような単純な問題ではありません
ね。昔の「力」はとにかく猛練習で培われたこと
だけは確かです。正直言って，科学的なトレーニ
ング法なんてあまり知らなかった時代なのに，現
在より効果があったなんてやっぱり奇怪しい。し
かし関大のトレーニングは，先輩方の工夫の積み
重ねで精錬されてましたね。さらに合宿などでの
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性レスラー」が入部します。1988年のソウル五輪
までは日本の（男性）レスリングは世界に君臨し
ていましたね。その後総じて，日本の男性スポー
ツは低迷になる。レスリングもしかりです。逆に
女性スポーツは目ざましく台頭してきました。レ
スリングもそうです。現在日本の女子レスリング
は発祥以来の快進撃を続けていて世界に君臨して
います。そんな機運の中，我が関大第１号の女性
レスラーも，高校時代から「柔道」と「レスリン
グ｣を経験してきた｢意欲」の人物だったんです。
紅一点の彼女が練習に参加するようになると,あ
る現象が起きました。少ない男子部員の動向が
真っ二つに分かれてしまったのです。一組は，男
子であることを自覚して，さらに励む。もう一組
は，練習中に彼女にたまたまスコンスコンと投げ
飛ばされたりするので，堪らなくなったのでしょ
うか，男子の沽券を傷つけられたのでしょうか’
一人去り，二人去りと退部者が何人も出ました。
こうした現実もあります。先輩方はどう思われま
すか。柏木さんいかがですか。

ル問題」と関係が深いですよ。ハングリー精神が
なくなると誰もがお公家さんみたいになる。歴史
が証明しています。それに反して，女性の，社会
進出力壗んになってきた。1986年に男女雇用機会
均等法が施行されました。それからの女性の勢い
は凄い。いままでは押さえつけられていたという
意識も加わっていわば進出のための「ハングリー
精神」が女性にはあります。この社会変動の波が
スポーツにも当然現れる。是非は別にして，「援
助交際」や「ルーズソックス」や「女子スポーツ
躍進」なども含めて社会現象の話題は女性に集中
している。男性は後退現象すら見せています。中
学生も高校生も大学生も女子の方がはるかに元気
がいい。まずそんな背景を正しく読み取らなけれ
ばならないと思う。つまり社会とともに，学生ス
ポーツもレスリングも変貌しつつあるということ
です。これは認めないわけにいかない。これを無
視したのでは,断絶が起こるだけです。そんなな
か，「レスリング選手｣を育成していくためには，
現在の社会情勢と学生スポーツの在り方問題を十
分に理解した指導者が必要となるでしょう。いま
日本は脱皮しなければならない諸状況を抱えてい
ます｡レスリングも，スポーツ界も同じでしょう。
ところで現在の関大レスリング部は，毎年，立派
な卒業生を社会に送りだしていますね。これは素
晴らしいことです。ただし，その数がやはり少な
い。これを増やしてほしい。それに注文をつけれ
ば,これもやはり，レスリング選手としても一段
と暹しく成長してほしいし，「部」としても一段
と飛躍してほしいことは論外の望みです。

レスリング部

編集部現実的な話となりましたが,そのうえ
に立って，指導陣といたしましてはあらゆる面に
向上を図りたいものです｡話題を｢訊きたいこと」
に戻しましょう。さてしんがりは木村さんです。
創部当時の，村田さんとのマンツーマン方式の猛
練習はつとに有名な話ですが,その経験者として，
どう思われますか。

写真し記念式典「祝辞」の森本関西大学常務理事
「向上への新たな道標を目指してご精進を…"･」

柏木まず社会が変貌していますね。先程の指
摘にあるとおり，ソウル五輪以後の日本のスポー
ツ界で，男性陣が低迷を続けている状況は「パブ
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◇
いい年をして馬鹿な話である。「俺は強かった」

等と，今まで考えた事もないし，よく「村田さん
には学生時代シボられたもんだヨ，本当に強かっ
た」等と他校のOBからも云われた事があるが，
すっかり忘れていた事でもあり，気恥ずかしい思
いをするのが真実である。「『俺』は強かった」
と思い始めたのは，余りにも弱い日本レスリング
界の現状を見て，「何と弱い奴等だ」と思う反語
である。
何かの指針になればと思って筆を執ったもの
の,考え方が次第に変わって行くようである。「馬
鹿ばかしい」の思いがするのである。強化委員な
どという者がいるようだが，一体彼等は何を考え
ているのかわからない。「ダメ」という落胆のみ
が『俺』に伝わってくる。
或る強化委員長が惨敗のあと，しみじみと云う
のである。「やっぱりタックルですネ」等と云う。
今更何を云っているのだ，何年同じ事を云ってい
るのだ。タックルを破る技術を考えているのか？
相手の真似ばかりしていても，それを越える事は
出来ない。「抱え込んでブン投げろ」といってみ
ても,投げ技を知らないのだから始末が悪い｡コー
チは保身の為ばかりだから，真剣に強化の話をし
た事もないはずである。わからない奴等同士が面
子に拘わっているからダメである。
「おい，基礎体力が無いんだよ。スパーリングは
必要ない。基礎体力をきっちり養わなければ勝て
ないんだ｡」
それはマットに上がった選手の体格を比べれば
一目瞭然である。曰く「いや，ヤセて見えますけ
ど,引き付けなんか強いですよ」と自己弁護する。
その「引き付けとやらで勝ったのか／」と云っ
てやりたいが，「止めタア……｡」
「おい。試合を10O見ても，投げ技が１つも見

られないのは何故か？」と間く，「未だそこまで
行っていないんですネ」と他人事の様に強化委員
長は云う。「ダメだルー」

木村ボクの現役時代の頃の話は先程のとおり
だし，関大の猛練習振りは，いま横山さんが話し
てくれましたネ。まあボクたちが幸せだったこと
は，物の無い時代だからこそ，打ち込めたのかも
しれない。誰だって，打ち込んでいるうちに，多
少は工夫もするヨ。そして打ち込みさえすれば，
誰にでも，手応えがあるからネ。現在では，我々
の仕事だって，そう簡単にいかないものなア。と
ころで押立さん，先程の日本レスリングの現状話
は大変だネ。ボクは現状は余り知らない。しかし
村田さんの話をよく聞いています。村田さんは，
さっき紹介した自伝『俺』に書いていることを，
いつも言ってるものナ。ライオンズ協会などでの
講演で村田さんいつも同じことを喋っています。
そんなものかなアシて，ボクいつも，訊いていた
のだが，先程からの，皆さんのお話を総合すれば
どうやら本当らしい。だからここに「ボク」の感
想の代わりとして，村田さんの思いをそのまま紹
介しておきます。皆さんは既に読んでるでしょう
が，大勢のレスリング仲間にも知っておいてほし
いからネ。先程の「『俺』は強かった」の章には
こう書かれてますヨ。

写真ｂ記念式典「祝辞」の寺西関西大学校友会長
「栄光を讃えて復活を祈る」
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の青年たちへのアドバイスを，関大レスリング半
世紀の知惠を含めて，先輩方の人生観の視点から
語ってください。この「青春のパライストラ」座
談会の影響が,広くあちこちの冑年諸君にとって，
未来の青年にとって，何かのヒントとなれば，そ
れだけ関大レスリングの値打ちが上がるのですか
ら，編集部としては，当然そのことを意識してお
りますので，そのつもりでお願いします。それで
はまず，柏木さんからお願いします。

「おい／組んで引っ込んで投げ飛ばす。脚力，
背筋力が足りないな…」と云うと，「先輩，今の
レスリングは組まないんですﾖ」と真面目な顔で
云うのには，返す言葉がないのである。組むとは
前捌きの事をいう。笹原のレスリングは両手を自
在に操る，前捌きから始まる。何の官耐llきもなく
頭から突っ込んでタックル等，相手はビクともし
ないのである。
巻き技，脚技，もちあげ技，どれを取っても

組み手がなければ出来ない。舞の海の相撲をよく
見ろ。何が組み手か良く見てみろ。横くずしはグ
ランドレスリングだという固定観念があるから
バックを取って一息ついている。横くずしも脚取
固めも『俺』にはスタンドレスリング以外の何物
でもない。
マラソン２時間。テニスに至っては３時間４

時間の激闘である。それを女の子がやっている。
「たかが５分間で何を考えているんだ｡」そこら
辺で大きな違いが起こる。組み立て通りのレスリ
ングが出来ない奴等がオリンピックに行って何が
出来るのかと思う。然しそこにも基礎体力がない
事にはどうにもならない事は自明の理である。

（村田恒太良曙『俺』より）
◇

押立さん,本当に村田さんの謂うとおりですか。
そうだったら困ったもんダ。まあ押立さんは現役
の副会長だから明言しづらいだろうが……。だが
予測はつくネ。いまの日本社会は，無責任体制と
いう点で，村田さんのこの話を拡大したようなも
のだからネ。ところで関大の状態も，いまお聞き
すれば最悪だそうだが，それなりにメリハリをつ
けてくださいヨ。

写真し祝賀会で「閉会の辞」を述べる柏木さん

柏木「窓の外の・花は盛りに・匂うとも・文
読む我は・心散らさん」と誰かが詠んでいます。
就学すれば勉学に励むことは当たり前のこと。ス
ポーツ部に入部すれば,流行の遊びなどを忘れて，
スポーツにすべてを傾注してほしい。それが当た
り前ではないですか。自ら選択するのですから。
その結果は誰のものでもありません。すべて自分
の人生の結果として，返ってくる。先輩方の築い
た勝利や関大レスリングの黄金時代も決してその
例外ではありませんね。レスリングの練習でも，
厳しければ厳しいほど，そののちの思い出も大き
い｡逆に練習がいい加減なことに終始したのでは，
何も残らない。また相手と同じ練習をしていたの

5．青年たちへのメッセージ

編集部時間も押し迫ってきました。語り尽く
せないことばかりですが，そろそろ座談会を閉じ
なければなりません。最後に皆さんに，これから
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むところに，何かが生まれ，何か力授け継がれて
ほしい。そうだネ。この座談会が収録される「50
年史」をできるだけ多くの，これからの青年に読
んでほしいナ。我々には骨髄に刻み込んだ「こと
がら」ばかりだから，酒の肴にすればいつでも脳
裏から鮮明に浮かび上がってくる。だから，我々
に「5膵史」はあまり必要ない。だが我々の子ど
もたちや，これからの関大レスラーや,あるいは
見知らぬ青年たちには，是非ともページをめくっ
てほしいヨ。皆さん，そう思わない。よし，いい
ことを思いついた｡それは関係者一人ひとりの｢自
分史」だから，まずOBの一人ひとりが家族や親
戚に読んで貰うように紹介しようじゃないか。案
外，これからの胄年たちに，残しておきたいメッ
セージとは，その｢本」に詰まっていると思うネ。
どうでしょう／賛成してくれますか。

では，「引き分け」か｢負け」に終わってしまう。
相手より，より多くの練習を行い，より厳しい練
習に堪え，より合理的に練習してこそ，勝１を得
ることができます。この蝋Ｉは社会原理ですよ。
社会に出ても同じというわけ。先程のお話にあり
ました，「女性レスラーに投げ飛ばされて退散し
てしまった男性」も，レスリングなんてたかがス
ポーツですが，一事が万事にわたって，この社会
原理に遭遇するはずです。いずれ反省してくれれ
ば，退散学生も袖を触れ合ったレスリングの仲間
として，レスリングから「何か」を汲み取ってく
れることになるでしょう。ところで確かに｢噺U」
は素晴らしいですね。勝り者は誰よりも多くの練
習に堪えた者に贈られる勲章です。結果としてレ
スリングで勲章を得た先輩は，社会に出てから，
次には仕事で立派に成功しておられます。我々の
現役時代には「練習で泣いて，試合で笑え」が合
言葉でした。厳しい練習に堪えた者は，社会へ出
てから，どんな厳しい環境に遭遇しても，その苦
難を乗り越え，それをバネにして成功しておられ
ます。現役諸君も頑張って，先輩方を追い越して
ほしい。期待しています。

一同はい／大いに賛成します舵手)。

編集部先輩ノプレッシャーをかけないでくだ
さい。お願いしますよ。現在では，まだ,80パー
セントの仕上がり状況でこれからが追い込みで
す。まあア，できるかぎり先輩方の御意に適いま
すように，せいぜい精を出します。お約束してお
きます。それでは，横山さんからも，メッセージ
を頂戴しておきましょうか。今の木村さんのお話
で，メッセージの伝達の意義が明確になったわけ
ですからそのつもりでお願いします。

編集部木村さんいかがですか。

木村ボクの好きな言葉にこういうのがありま
す。確力杜甫の漢詩の一節ではなかったかとも思
うが，思い違いかもしれません。まあ紹介してお
きましょう。「力耕不吾欺｣という言葉です。「努
めて田畑を耕せば，自然の力は，必ず実りをもた
らしてくれる」が転じて「努力は人間を欺くこと
はない，努めよノ」と謂う意味でしょうか。特に
これからの若者がこの言葉「力耕不吾欺」の真意
を肌で実感することを期待したいネ。ところで50
年間はあっという間の出来事でしたネ。振り返る
と,いまでも背筋がゾクゾクするような経験をレ
スリングをとおして,実感してきました。感慨無
量のことです。時代が変わっても，若者が打ち込

横山オイオイ，あなたこそプレッシャーをか
けてるではないか。それは，ないヨノ俣い）今
回の50周年記念行事の計画を立ててから,OB各
氏は，本当によく協力してくれました。本当にい
ま不景気でしょう。私の家業も大変だもんね。そ
んななかをあと数時間もすれば立派な記念式典が
始まる。またいま伺えば「50年史」も80パーセン
トの仕上がりで間もなく完成となるでしょう。楽
しみなことです。OB諸氏のご協力がないとこん
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な芸当はできないでしょうね。これが伝統だなア
と，ひしひしと感じます。関大レスリング部の現
状はさっきからのお話のとおりですが，この関大
レスリング部関係者が誇ってよい，一枚岩の良き
伝統を，是非ともこれからの関大レスラーたちに
も，引き継いで貰いたいと思います。本音でネ。
それに，これからも，みんなで集まって一杯呑み
ながらワイワイやりませんか。そこにこれからの
若者を，順繰りに招いて，我々の話を聞いてもら
うだけでメッセージが伝わるではありませんか。
私なんか，いまだに，本日お集まりの皆さんのお
話に接するたびに，正直に，そう思います。本物
の話は，いつの時代にも，輝きを失わないもので
しょう。そう，これからの若者にも，その本物を
見つけてほしい，だから「本物を見つけてくださ
い」の言葉をメッセージにしておきましょうか。
そのためにも，我々が，本物に拘わることにしま
しょうよ。そのためには,関大レスング部OBは，
あちこちで集まって一献かたむけるべし。

編集部それでは押立さん，お願いします。

押立私は，５２年間を，レスリングー途にやっ
てきました。しかし当初からこんなにレスリング
が好きであったわけでありません。ときにはエス
ケープもし，レスリングが嫌になったこともあり
ます。しかし私は，レスリングとは，するスポー
ツであり，スパーリングで汗を流すうちに喜びが
あり，面白さがあるのだと思います。私には若い
人に絶対に勝てないものがあります。それは「若
さ｣です｡若い人達はその特権を大切に有効に使っ
てほしいと願っています。レスリング競技は最も
「意外性」の少ないスポーツと請われています。
私は，若者のもつ意外性に，明るい期待を寄せて
おります。私自身もたびたび，明るい，嬉しい，
若者の意外性に接する経験をさせていただきまし
た。いま日本の社会ではボランティア精神が強く
求められています。部活でクラブでレスリングを
体験することは，ボランティアスピリットを無意
識に身につけることになると思います。私は「継
続は力なり」を信じ，若きレスラーすなわち青年
諸君に,強い信頼と限りない期待を持っています。
それが，老体の私でも，いまだにマットに上れる
原動力になっています。現在まで歩んできた道に
はまったく悔いはありません。青少年の皆さんに
是非とも語りたい。目標を持って一歩一歩前へ進
みましょう／そこには，明るい，あなたの未来が
待っていますノ少しばかり形式的だが，こんな
メッセージを伝えておきたいものです。

-同そのとおりノ（拍手)。おおいにやりま
しょう。おおいに／

編集部それではいよいよ最後になりました。
OB会長の清谷さんに締めくくっていただきたい
と思います。

：

患

蕊

繁

清谷先程，横山副会長が，今次の「50周年記
念行事」に関して，ご厚志をいただいております
OB諸氏の「伝統の力」について触れられました
が，会長といたしましても，本席をお借りして，

写真ｐ祝賀会「挨拶」の福本関大体育OB会長
「継続は力なり……現役諸君の奮起を祈る」
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諸兄も謂っている｡南部さんが目指した,あの｢飽
くなき挑戦心｣。その心をもってほしい。関大レ
スリング部の夜明けを，現役諸君あなたがたが
率先して切り開いてほしい。その「克服」こそは，
誰のためにでもない，問題は，諸君自身のために
あるのだということです。

感謝申し上げておきたいと思います。さて｢刺R」
という言葉があります。意味は「困難に打ち勝つ
こと」ですね。その恰好の事例を紹介したいと思
います。南部忠平さん(1997年没）のお話です。
南部さんが1932年のロサンゼルス五輪の三段跳び
で金メダリストとなったことは我々世代にお馴染
みですね。その南部さんに，或る小学校で講演し
ていただいたときに，その小学校へ贈られた南部
さん直筆の色紙に書かれたのがこの二字でした。
南部さんは北海道の出身者で冬は練習前に百メー
トルの助走路の雪除けをされたそうです。もとも
と走り幅跳びの選手だった南部さんは，百メート
ル助走路をいかにスピードをあげて走るのかが重
要だった，と言ってました。その凍てついた助走
路が南部さんの生命線だったんですね。だから屋
外の零下何十度ともなることもある厳寒のもと
で，南部さんは，自分の身体を手入れするかのよ
うに，コツコツと丁寧に除雪作業を来る日も来る
日も続けたらしい。さぞかし重労働だったことで
しょうね。この重労働を刺Rできたのは，目標を
定めて，その実現を目指して，抄幟する気持ちを
ふるい立た'せ続けてきたからこそだ，と講演会で
南部さんは告白していました。日本では，いつの
頃からか，「汚い，厳しい，危険な」３K職場を
嫌うという風潮が根づいてきました。なぜでしょ
う。これは，「清潔で，安楽で，安全な」文明社
会から生まれた精神の歪みかもしれませんね。文
明の有り難さと，豊かな社会から受ける恩恵に浸
りすぎて，人間の心身が軟弱になっているせいか
もしれませんね｡これからの青年諸君に告げたい。
｣心身の健康は人生を豊かに充実させてくれます。
その心身の健康は決して他人から与えられること
はできません。自分で鍛えるしかない。関西大学
の現役諸君ノ「刺R」の二字をよく噛みしめてほ
しい。「レスリング｣，この外連味のないスポー
ツ，地味ではある。だが，精神力と肉体を鍛えて
くれる｡その度合いは,いずれのスポーツにも優っ
ている。最高のスポーツである，とすべての先輩

編集部早朝から，午後の式典開始直前まで，
長時間にわたって有り難うございました。本日の
座談会の内容は，編集部（柏木貞夫・伴義孝・佐
藤秀雄・北川俊治・横山博行・安田忠典）で整理
して,｢50年史」に掲載させていただきます。そ
の際に，語句などについて多少の修正を施させて
いただきますが，あらかじめご了承ください。ま
た司会の不手際をお許しください。貴重なお話を
有り難うございました。それでは，「関西大学レ
スリング部創部50周年記念座談会」をこれで閉じ
させていただきます。

蔦 |"愛！’ Ｉ

壷
１

』鷺鐸し ”

写真Ｐ記念式典「謝辞」の高堂関大レスリング部長
「創部の志をふたたび継承する責任を痛感……」

◇
編集部からも，上記の座談会を整理して「下原
稿」をまとめたこの段階で，これからの「青年た
ちへのメッセージ」として，少しばかりの前置き
に続いて次の言葉を捧げておきたいと思います。
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して，自らを育んだ「スポーツの人」であった。
その先生の略歴を箇条書きにしておきたい。

◇
本書は，一握りの人間集団が歩み伝えてきた，
オリンピックでのゴールドメダリストをも輩出す
るに至る栄光の記録でもある。そのスポーツ界に
おける頂点をも極めた「苗床」こそは，謂うまで
もなく，その一握りの人間集団の一人ひとり力購
いた-粒一粒の種から育ったものである。だがそ
の半世紀の記録には，「部」の存続に関わる，危
機的状況も数次にわたって報告されている。その
意味で本書には，「頂点」から「どん底」までの
振幅を語る人間ドラマが満載されていて，まさに
「青春のパライストラ」と題するに相応しいもの
といえよう。それは，一人ひとりの執筆者が，一
人ひとりの資料提供者が，「本物」を伝えてくれ
ているからにほかならない。さて「苗床」は，関
西大学のキャンパスを道場として，レスリング
マットを道場として，半世紀の間に「田畑」へと
培われ耕されてきた。その間には，大きな収穫も
あった。その間には，春嵐も夏嵐も秋嵐も冬嵐も
あった。さらに「苗床」本体が枯れそうになった
こともあった。だが「種子」は，半世紀を歩んで
きた仲間たちの一人ひとりの「血肉」のなかに受
け継がれてきている。その「種子」と「苗床」と
「田畑」の意味するすべてが，本書には，詰め込
まれている。だからこそ，できるだけ多くの人々
に読まれてほしいと念願してやまない。

し関西大学法文学部卒（噺ﾛ９年）
"1932年ロサンゼルス五輪・「三段跳び」銅
メダリスト
し三段跳び「15.82m」の世界記録保持者
"1936年ベルリン五輪・日本選手団主将
し毎日新聞社：政治部言賭・運動部言賭
しベルリン特派員：第２次世界大戦中の６年
間をドイツ軍従軍記者として活躍
い第18回東京五輪招致運動の中心人物
し曰本のレクリエーション運動の推進者
し日本スポーツ少年団の創始者
Ｐ東京五輪「選手強化対策本部」本部長
し東京五輪「日本選手団」団長
し体力つくり国民会議の発案者・議長
Ｐ世界の「SportsforAll運動」の先駆者
レオリンビック平和運動推進者
し「オリンピック平和賞」受賞者
し「オリンピック功労賞」受賞者

そして大島さんは，我々の，関西大学の，みん
なの，世界の，スポーツの仲間であった。大島さ
んは，死線のベルリン特派員生活から，戦後，引
き揚げて帰ってくると,まもまく｢東京オリンピッ
ク大会」の招致運動に取り組むことになる。「日
本の少年に夢と希望をもってほしい/」それが大
島さんの願望だった。敗戦直後の一億総俄海で日
本の社会は重苦しく暗かった。日本の明日を担う
少年たちには意覚を刺激する何かが必要だった。
大島さん，その「何か」を，オリンピックに託し
た。世界の平和の祭典を日本で開催して，日本の
少年たちに｢明日を睨み据える活力｣を与えたい。
大島さんの願望だった。その東京五輪で，現場の
最高責任者となった大島さんは，「金メダル15」
の公約を掲げた。陣頭指揮をとる大島さんは，ス
ポーツ先進国より，「スポーツ科学」をどしどし

＜＞

青 年 O ま ， 未 完 丘 吃 - で あ る
ﾌ ご 力 、ら日月日カミあるのナご
ﾌ筥力、ら鬼圭プフカミあるのプざ

＜＞

この筬言は,大島鎌吉さん(1908.ll.10～1985.
3.30)が好んで語った｢青年たちへのメッセージ」
である。大島鎌吉さんもまた，僕晒大学を道場と
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訊きたいことども座談会

ベルタンの理念は青少年に向けられていた。当時
のヨーロッパ社会は，主知主義の横行で，「不安
の時代」「危機の時代」に進みつつあった。そし
て青少年の｢生きる力｣も枯渇しつつあった｡クー
ベルタンは，この状況打破のための教育施設とし
て，平和志向を前面に押し出していた「古代オリ
ンピック理念」を甦らせたのである。クーベルタ
ンは,当時の時代精神を刷新するために,その｢平
和志向」に加えて「教育志向」をプラスするとい
う「新風」を吹き込んだのだ。
大島さんの視座も常にこのクーベルタンの理念
と軌を同一にしていた。だから大島さんに，訊き
だすならば，関大レスリングの半世紀は，青年の
ための，人間形成の歴史にほかならないと，すべ
てを要約してくれるだろう。その歴史は，「青年
は，未完成である。だから明日があるのだ。だか
ら魅力があるのだ」というその青年たちの無言の
自覚によって，加えて青年たちを支援する人々の
無言の自覚によって，淡々と連綿として「青春の
パライストラ」で創造されてきたのである。

（完）

上陸させた。公約を果たすための強化対策の一環
ではあった。戦略は実った。関係者は，大島さん
を評して，「日本スポーツ再生の親」「スポーツ
界きっての到削」と謂っている。結果は公約を上
回る「金16個・世界第３位」であった。そのうち
の１つを，我がレスリング部OBの市口さんが
取っている。大島さんも，その関大の後輩の金メ
ダル「１つ」に大いに眼を細めていた。
東京五輪の終結は，大島さんの仕事の，始まり
を意味していた。それこそが,前出の「大島筬言」
に謂う，「青年」への期待である。大島さんの眼
は，常に「青年」に，常に「少年」に向けられて
いた。そんな一生だった。このような仕事をして
きた大島さんに訊いてみればいい。関西大学レス
リング部の半世紀にわたる｢青春のパライストラ」
を，どうお思いだろうか，と。きっと大島さんは，
それは「近代オリンピックの創始の精神」に比べ
ても遜色ないよ，と，これにも眼を細めて答えて
くれることだろう。
１世紀前の1896年，第１回近代五輪アテネ大会

が,クーベルタンの発案で,倉|飴されている。クー

砥
心

鐘

写真し「かつての精鋭たち」・1997年11月24日「関西大学レスリング部50周年記念式典」・大阪厚生年金会館
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